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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第42期

第３四半期連結
累計期間

第43期
第３四半期連結
累計期間

第42期

会計期間
自平成26年４月１日

至平成26年12月31日

自平成27年４月１日

至平成27年12月31日

自平成26年４月１日

至平成27年３月31日

売上高 （千円） 24,227,414 22,318,933 32,810,623

経常利益 （千円） 2,494,359 2,613,021 2,840,703

親会社株主に帰属する四半期(当

期)純利益
（千円） 1,390,244 1,663,873 884,127

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 2,407,966 585,588 1,416,665

純資産額 （千円） 41,991,200 41,127,093 40,999,898

総資産額 （千円） 50,452,992 47,378,137 49,445,209

１株当たり四半期(当期）純利益

金額（円）
（円） 112.57 134.73 71.59

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
(円) 112.56 134.72 71.58

自己資本比率 （％） 83.2 86.8 82.9

 

回次
第42期

第３四半期連結
会計期間

第43期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成26年10月１日

至平成26年12月31日

自平成27年10月１日

至平成27年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 51.37 65.73

 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累計

期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としております。

 

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　なお、主要な関係会社の異動については、次の通りであります。

（セラミック部品事業）

　株式会社ＭＡＲＵＷＡ　ＣＥＲＡＭＩＣは平成27年４月１日付で株式会社ＭＡＲＵＷＡのセラミック製造事業の一

部を会社分割（吸収分割）により承継したため主要な関係会社に含めております。

　また、当社の連結子会社であった北光電子株式会社は、平成27年６月24日に清算結了したため主要な関係会社から

除外しております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

（1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間の世界経済は、米国では雇用情勢の回復を背景に個人消費の伸びを維持するなど総じ

て景気の拡大基調が見られ、欧州においても雇用や所得環境の改善により個人消費が底堅く推移するなど緩やかな

回復が見受けられました。一方、中国や東南アジア諸国をはじめとする新興国においては、経済指標の悪化や成長

ペースの鈍化などが顕在化しました。

国内経済におきましては、円安などによる企業業績の改善、設備投資の増加、ならびに雇用環境の改善などの緩

やかな回復基調が継続しましたが、中国をはじめとする新興国における景気減速の影響による業績見通しや成長に

対する不安感が現れてきました。

このような経済情勢の中、当社グループにおきましてはセラミック部品事業分野の差別化商品である省エネ・環

境対応関連や通信関連のセラミック製品、照明機器事業の分野での、道路灯を含めた公共関連照明の引き合いは堅

調に推移しており、総じて想定どおりとなりました。

当第３四半期連結累計期間の売上高は22,319百万円（前年同期比7.9％減）、営業利益は2,559百万円（前年同期

比27.8％増）、経常利益は2,613百万円（前年同期比4.8％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は1,664百万

円（前年同期比19.7％増）となりました。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

セラミック部品事業

当事業セグメントの売上高につきましては、省エネ・環境関連市場ならびに高速通信関連市場に関連したセラ

ミック製品などが堅調に推移し、想定どおりとなりました。一方、収益面に関しましては、体質の見直し効果や高

付加価値製品の増収効果等により、想定を上回る結果が得られました。

以上により、当事業セグメントの売上高は、前年同期比1.3％減の16,110百万円、営業利益は前年同期比26.4％

増の3,474百万円となりました。

 

照明機器事業

ＭＡＲＵＷＡ　ＳＨＯＭＥＩにつきましては、道路灯を含め公共関連照明の受注は堅調に推移しました。

ＹＡＭＡＧＩＷＡにつきましては、収益性を重視した受注活動に取り組んだことにより、売上高は減少しまし

た。収益面に関しましては、仕入れコストの見直しなど体質強化を進めその効果が着実に現れてきております。ま

た、事業再編に取り組み、ソリューション事業、コンシューマー事業、リテール事業の責任分担を明確にし、体質

強化を図っております。来期には黒字体制が出来ると考えております。

以上により、当事業セグメントの売上高は、前年同期比21.4％減の6,209百万円、営業損失は241百万円（前年同

期は営業損失72百万円）となりました。

今後も、当社グループで培われたセラミック技術を融合させたセラミックＬＥＤモジュールやそれらを使用した

新しい照明機器の開発・リリースや商品の強みを生かした販売戦略の再構築に注力してまいります。
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（2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（3）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間における当社グループ全体の研究開発活動の金額は、495百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

（4）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当社グループの経営成績、株価および財務状況に影響を及ぼす可能性のある事業等のリスクおよび経営戦略につ

いて、重要な変更はありません。

（5）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当第３四半期末における連結の総資産は47,378百万円となり、前期末と比較して4.2％減少しました。

　負債は6,251百万円となり、前期末と比較して26.0％減少しました。

　純資産は、41,127百万円となり、前期末と比較して0.3％増加しました。主に、利益剰余金の増加によるもので

す。

　この結果、自己資本比率は86.8％となっております。

（6）経営者の問題認識と今後の方針について

　当社グループは基本理念である「会社の発展、社員の幸福、株主の満足感は三位一体である」に基づき、「材料

技術のＭＡＲＵＷＡ」、「品質至上主義」を貫くことで、他社との差別化を図ることにより企業価値を高め、すべ

てのステークホルダーが満足できる経営を目指しております。

　この方針に基づき、選択と集中の理念に則った事業特化を推進し、グローバルレベルのニッチ分野でＮｏ．１の

製品を展開するとともに、グローバルな企業競争下において勝ち残る企業となることを目標としております。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 26,000,000

計 26,000,000

 
②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成27年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 12,372,000 12,372,000

東京証券取引所

名古屋証券取引所

(各市場第一部)

ロンドン証券取引所

シンガポール証券取引所

単元株式

数　　　　100株

計 12,372,000 12,372,000 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成28年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年10月１日～

平成27年12月31日
－ 12,372 － 8,646,720 － 11,683,648

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成27年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

平成27年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）   

普通株式 21,900 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 12,335,000 123,350 －

単元未満株式 普通株式 15,100 － －

発行済株式総数 12,372,000 － －

総株主の議決権 － 123,350 －

　　（注）「単元未満株式」の欄には、当社保有の自己株式83株が含まれております。

②【自己株式等】

平成27年12月31日現在
 

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

㈱ＭＡＲＵＷＡ

愛知県尾張旭市南

本地ヶ原町三丁目

83番地

21,900 － 21,900 0.18

計 － 21,900 － 21,900 0.18

（注）当第３四半期会計期間末日現在の当社保有の自己株式数は、22,033株であります。

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成27年10月１日から平

成27年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 14,224,593 14,205,785

受取手形及び売掛金 8,491,300 ※２ 7,777,590

電子記録債権 439,199 425,849

商品及び製品 2,170,099 2,489,563

仕掛品 1,864,301 1,645,813

原材料及び貯蔵品 3,097,696 3,021,334

繰延税金資産 319,540 215,918

その他 811,100 1,009,279

貸倒引当金 △11,420 △11,500

流動資産合計 31,406,408 30,779,629

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 9,941,584 9,981,488

減価償却累計額 △5,306,942 △5,420,607

建物及び構築物（純額） 4,634,642 4,560,881

機械装置及び運搬具 18,005,004 17,786,991

減価償却累計額 △13,486,127 △13,429,790

機械装置及び運搬具（純額） 4,518,878 4,357,201

土地 3,518,446 3,517,915

建設仮勘定 1,786,282 1,058,651

その他 3,514,181 3,439,157

減価償却累計額 △2,980,477 △2,912,148

その他（純額） 533,704 527,009

有形固定資産合計 14,991,951 14,021,657

無形固定資産   

のれん 426,091 208,452

その他 450,485 430,925

無形固定資産合計 876,575 639,376

投資その他の資産 ※１ 2,170,275 ※１ 1,937,475

固定資産合計 18,038,802 16,598,508

資産合計 49,445,209 47,378,137
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,989,435 ※２ 3,006,063

1年内返済予定の長期借入金 992,576 137,884

未払法人税等 393,528 439,334

賞与引当金 458,819 264,874

役員賞与引当金 4,750 2,375

設備関係支払手形 184,241 180,404

その他 1,690,996 1,714,179

流動負債合計 7,714,345 5,745,112

固定負債   

長期借入金 253,393 152,680

環境対策引当金 26,256 26,256

その他 451,317 326,996

固定負債合計 730,966 505,932

負債合計 8,445,311 6,251,044

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,646,720 8,646,720

資本剰余金 11,946,793 11,946,793

利益剰余金 19,824,325 21,031,247

自己株式 △46,922 △47,072

株主資本合計 40,370,916 41,577,688

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 130,601 98,837

為替換算調整勘定 495,314 △551,207

その他の包括利益累計額合計 625,915 △452,370

新株予約権 1,775 1,775

非支配株主持分 1,293 －

純資産合計 40,999,898 41,127,093

負債純資産合計 49,445,209 47,378,137
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

売上高 24,227,414 22,318,933

売上原価 16,527,366 14,454,679

売上総利益 7,700,048 7,864,254

販売費及び一般管理費 5,698,225 5,305,061

営業利益 2,001,823 2,559,194

営業外収益   

受取利息 27,675 23,559

受取賃貸料 72,776 68,443

為替差益 401,804 －

その他 40,835 50,939

営業外収益合計 543,090 142,941

営業外費用   

支払利息 10,040 4,791

為替差損 － 45,874

投資不動産賃貸費用 28,487 28,984

その他 12,027 9,465

営業外費用合計 50,554 89,114

経常利益 2,494,359 2,613,021

特別利益   

固定資産売却益 3,311 7,845

投資有価証券売却益 21,498 －

補助金収入 755,000 －

特別利益合計 779,810 7,845

特別損失   

固定資産除売却損 14,817 1,990

固定資産圧縮損 738,327 －

投資有価証券売却損 － 6,816

減損損失 192,134 －

たな卸資産廃棄損 91,319 －

その他 41,029 －

特別損失合計 1,077,626 8,806

税金等調整前四半期純利益 2,196,543 2,612,060

法人税、住民税及び事業税 764,943 772,425

法人税等調整額 41,231 175,762

法人税等合計 806,174 948,187

四半期純利益 1,390,369 1,663,873

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
125 △0

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,390,244 1,663,873
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

四半期純利益 1,390,369 1,663,873

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 65,275 △31,764

為替換算調整勘定 952,322 △1,046,521

その他の包括利益合計 1,017,598 △1,078,285

四半期包括利益 2,407,966 585,588

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,407,842 585,588

非支配株主に係る四半期包括利益 125 △0
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更に関する注記）

　株式会社ＭＡＲＵＷＡ　ＣＥＲＡＭＩＣは株式会社ＭＡＲＵＷＡのセラミック事業の一部を会社分割（吸収分

割）により承継し重要性が増したため、第１四半期連結会計期間より、連結の範囲に含めております。

　また、連結子会社であった北光電子株式会社は清算結了したため、第１四半期連結会計期間より連結の範囲

から除外しております。なお、清算結了時までの損益計算書については連結しております。

 

（会計方針の変更）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基

準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業

分離等会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対

する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度

の費用として計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結

合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会

計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及

び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前

第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを

行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び

事業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点

から将来にわたって適用しております。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※１．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成27年12月31日）

投資その他の資産 19,243千円 18,167千円

 
 

※２．四半期連結会計期間末日満期手形

 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、

当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結会

計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成27年12月31日）

受取手形 －千円 53,779千円

支払手形 － 16,550

 
 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のと

おりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

減価償却費 1,612,940千円 1,384,662千円

のれんの償却額 217,639 217,639

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月24日

定時株主総会
普通株式 209,952 17.0  平成26年３月31日  平成26年６月25日 利益剰余金

平成26年10月30日

取締役会
普通株式 222,301 18.0  平成26年９月30日  平成26年12月８日 利益剰余金

 

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月24日

定時株主総会
普通株式 222,300 18.0  平成27年３月31日  平成27年６月25日 利益剰余金

平成27年10月29日

取締役会
普通株式 234,650 19.0  平成27年９月30日  平成27年12月７日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

調整額(注)１
四半期連結損益
計算書計上額
(注)２ 

セラミック部品
事業

照明機器事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 16,327,885 7,899,529 24,227,414 － 24,227,414

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ 1,335 1,335 △1,335 －

計 16,327,885 7,900,864 24,228,749 △1,335 24,227,414

セグメント利益又はセグメン

ト損失(△)
2,748,319 △72,181 2,676,137 △674,314 2,001,823

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失の調整額△674,314千円には、セグメント間取引消去18,575千円

及び各報告セグメントに配分していない全社費用△692,890千円が含まれております。全社費用は、

主に報告セグメントに帰属しない販売管理費及び一般管理費であります。

　　　２．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

調整額(注)１
四半期連結損益
計算書計上額
(注)２ 

セラミック部品
事業

照明機器事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 16,110,412 6,208,521 22,318,933 － 22,318,933

セグメント間の内部売上高
又は振替高

2,908 － 2,908 △2,908 －

計 16,113,319 6,208,521 22,321,841 △2,908 22,318,933

セグメント利益又はセグメン

ト損失(△)
3,473,877 △240,564 3,233,313 △674,119 2,559,194

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失の調整額△674,119千円には、セグメント間取引消去△12,930千

円及び各報告セグメントに配分していない全社費用△661,189千円が含まれております。全社費用

は、主に報告セグメントに帰属しない販売管理費及び一般管理費であります。

　　　２．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

（1）１株当たり四半期純利益金額 112円57銭 134円73銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千

円）
1,390,244 1,663,873

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
1,390,244 1,663,873

普通株式の期中平均株式数（千株） 12,350 12,350

（2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 112円56銭 134円72銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額　

（千円）
－ －

普通株式増加数（千株） 1 0

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

─────── ───────

 

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

 

２【その他】

　平成27年10月29日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………234,650千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………19円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成27年12月７日

　（注）平成27年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年２月10日

株式会社ＭＡＲＵＷＡ

取 締 役 会　御中

 

有　限　責　任　 あ ず さ 監 査 法 人

 

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 宮　　本　　正　　司

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 山　　田　　昌　　紀

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社

ＭＡＲＵＷＡの平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成27年

10月１日から平成27年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半

期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期

連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。
 
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表

に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビュー

の基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施さ

れる質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に

公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＭＡＲＵＷＡ及び連結子会社の平成27年12月

31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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